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令和６年９月 

 

独立行政法人海技教育機構の令和４年度の業務実績に係る評価書の訂正について 

 

独立行政法人海技教育機構の令和４年度の業務実績等報告書について、同法人からの報告を受け、

以下のとおり訂正いたします。 

なお、当該訂正における法人の自己評価及び国土交通大臣評定の変更はありません。 

 

【令和４年度業務実績等報告書 訂正箇所】 

 

1. P4（「Ⅰ-(1)海技教育の実施」における「2.主要な経年データ」の数値及び金額） 

（誤）                         （正） 

①主要なアウトプット（アウトカム）情報     ①主要なアウトプット（アウトカム）情報 

指標等 3 年度 

就職率 

（計画値） 

海技学校 

95％以上 

就職率 

（実績値） 95.5％ 

達成度 102.6％ 

就職率 

（計画値） 

海技短大 

95％以上 

就職率 

（実績値） 99.5％ 

達成度 104.7％ 

②主要なインプット情報              ②主要なインプット情報 

（財務情報及び人員に関する情報）      （財務情報及び人員に関する情報） 

 4 年度 

経常利益（千円） -45,379 

 

2. P16（「Ⅰ-(2)研究の実施」における「2.主要な経年データ」の金額） 

（誤）                         （正） 

②主要なインプット情報              ②主要なインプット情報 

（財務情報及び人員に関する情報）      （財務情報及び人員に関する情報） 

 4 年度 

経常利益（千円） -15,952 

 

3. P28（「Ⅱ-(2)業務運営の効率化に伴う経費削減」における「2.主要な経年データ」の数値） 

（誤）                          （正） 

評価対象となる指標 3 年度 

達成度 100.3％ 

 

  

指標等 3 年度 

就職率 

（計画値） 

海技学校 

95％以上 

就職率 

（実績値） 95.5％ 

達成度 100.5％ 

就職率 

（計画値） 

海技短大 

95％以上 

就職率 

（実績値） 99.1％ 

達成度 104.3％ 

 4 年度 

経常利益（千円） -40,263 

 4 年度 

経常利益（千円） -15,152 

評価対象となる指標 3 年度 

達成度 103.0％ 
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4. P39（「Ⅲ-(7)剰余金の使途」における「目的積立金等の状況（参考情報）」の金額） 

（誤）                            （正） 

 令和 3 年度末（初年度） 

前中期目標期

間繰越積立金 
41 

 

5. 添付資料 1（「養成定員」のグラフ） 

（誤）                              （正） 

 

 

6. 添付資料 1（「応募倍率の推移」のグラフ） 

（誤）                              （正） 

 
7. 添付資料 1（「求人数の年度比較」のグラフ） 

（誤）                             （正） 

 

8. 添付資料 2（「海事関連企業等への就職率の推移」のグラフ） 

（誤）                             （正） 

      

 令和 3 年度末（初年度） 

前中期目標期

間繰越積立金 
606 
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9. 添付資料 2（「海事関連企業等就職者数の推移」のグラフ） 

（誤）                             （正） 

   
 

10. 添付資料 8（「令和 4 年度独立行政法人海技教育機構調達等合理化計画の取組実績及び取組に対

する自己評価」の 3.調達に関するガバナンスの徹底） 

（誤） 

記載事項 取組実績 自己評価 

随意契約に関する

内部統制の確立 

・契約審査委員会 

点検件数：26 件 

評価：B 

随意契約事案は契約審査委員会へ報告、審議を経て実

施するとともに、手続きの透明性の確保、公正な競争を

促進するため、外部有識者を含めて構成された契約監

視委員会において監視及び審議を行った。 

 

（正） 

記載事項 取組実績 自己評価 

随意契約に関する

内部統制の確立 

・契約監視委員会 

・契約審査委員会 

 

評価：B 

随意契約については、契約審査委員会へ報告、審議を

経て実施するとともに、その契約事由や価格の妥当性を

外部委員等で組織する契約監視委員会で図り、公正

性・透明性を確保し、合理的な調達を行った。 

 

 


